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　令和4年度の一般会計予算総額は、388億8,059万5千円。前年度と比べて、33億2,548万2千円（9.4%）の増
額となりました。
　歳入では、新型コロナウイルス感染症の影響から景気回復が見込まれることから、市税については、前年度か
ら8億3,054万円の増収を見込んでいます。また、ふるさと納税寄附金について、令和3年度の実績を鑑み、13
億円の増収を見込んでいます。
　歳出の主な増額要因としては、ふるさと納税寄附金の増額によるまちづくり基金積立金が12億9,962万円増の
25億153万円、浅川中学校校舎等改修事業に13億23万円、新山梨環状道路関連整備事業に9億4,702万円を計上
するほか、新型コロナウイルス感染症関連経費として3億7,187万円を計上したことが挙げられます。

歳入総額
388億8,059万

5千円
繰入金
39億1,929万1千円(10.1%)
対前年度22.4%

地方消費税交付金
16億580万円(4.1%)
対前年度4.5%

地方交付税
83億7,080万円(21.5%)
対前年度0.3%

市税
87億7,361万7千円(22.6%)
対前年度10.5%

市債
42億570万円(10.8%)
対前年度4.7%

国庫支出金
47億6,145万3千円(12.3%)
対前年度4.9%

県支出金
27億1,478万3千円(7.0%)
対前年度4.7%

分担金及び負担金
4億7,420万円(1.2%)
対前年度316.1%

その他
40億5,495万1千円(10.4%)
対前年度47.1%

歳　入

※その他
34億7,875万2千円(9%)
対前年度69%

歳出総額
388億8,059万

5千円

衛生費
19億3,135万円(5.0%)
対前年度8.2%

民生費
118億3,740万6千円(30.4%)
対前年度0.1%

公債費
54億1,561万1千円(13.9%)
対前年度7.7%

土木費
40億5,187万3千円(10.4%)
対前年度0.8%

教育費
46億509万3千円(11.9%)
対前年度36.7%

消防費
13億3,365万8千円(3.4%)
対前年度8.4%

歳出（目的別）
※経費を福祉や教育などの行政サービスの目的ごとに分類

総務費
51億5,475万3千円(13.3%)
対前年度12.5%

農林水産業費
10億7,209万9千円(2.8%)
対前年度15.4%

　　　　　

自
主
財
源

市税 皆さんから笛吹市に納
めていただく税金です。

分担金及
び負担金

事業にかかる経費の一
部を受益の程度に応じ
て利用者に負担してい
ただいているお金です。

繰入金
歳入不足や特定の目的
を達成するため、各種基
金（貯金）から取り崩し
てお金を使います。

使用料及
び手数料

等

市の施設の利用や証明
書を発行する際にいた
だくお金等です。

165億9,475万9千円（42.7％）

依
存
財
源

地方交付税
皆さんが国に納めた税
金の一部が、地方公共
団体の財政状況などに
応じて配分されます。

市債
事業を実施するため
に、国や金融機関から
借り入れるお金です。

国県支
出金

国や県から、特定の目
的を達成するために交
付されるお金です。

その他
税・交
付金

皆さんが国や県に納め
た税金の一部が、地方
譲与税などとして交付
されます。

222億8,583万6千円（57.3%）

○用語の説明

※その他の内訳

◎予算科目(目的別)の説明

令
和
４
年
度 

一
般
会
計
予
算 

３
８
８
億
８
０
５
９
万
５
千
円（
前
年
度
比
９
．４
％
増
）

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算 

笛吹市は今年度、
どんなことに
お金を使うの？

　
特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
を
行
う
会
計
で
す
。

会計区分 4年度予算額 対前年度
 特別会計 169億7,160万9千円 1.2%↑

国民健康保険特別会計 81億4,608万6千円 1.9%↓
介護保険特別会計 67億7,691万7千円 1.6%↑
介護サービス特別会計 1,265万2千円 5.2%↑
後期高齢者医療特別会計 18億2,250万6千円 16.0%↑
農業集落排水特別会計 5,156万7千円 9.1%↑
笛吹市境川観光交流センター特別会計 7,700万0千円 24.4%↓
森林経営管理特別会計 1,690万1千円 28.5%↑
財産区 6,798万円 20.5%↑

 企業会計 68億123万4千円 0.3%↑
水道事業 30億513万5千円 1.7%↓
春日居地区温泉給湯事業 8,752万5千円 12.3%↑
公共下水道事業 36億8,050万9千円 1.8%↑
簡易水道事業　 2,806万5千円 10.8%↓

今年度予算の特徴

■歳出（性質別）
※経費を人件費や物件費などの性質によって分類

区　分 予算額 構成比
(対前年度）

義
務
的
経
費

人件費
議員や委員の報酬、
職員の給与や諸手当
に使われる費用

55億
9,884万6
千円

14.4%
(1.7%↓)

扶助費
社会福祉や老人・児
童福祉などに使われ
る福祉的な経費

70億
9,304万4
千円

18.2%
(0.3%↓)

公債費
市債の返済にかかる
費用

54億
1,561万1
千円

14.0%
(7.7%↑)

181億
750万1千円

46.6%
(1.5%↑)

投
資
的
経
費

普通建設補助
国から補助を受けて
実施する道路や学校
などの施設建設にか
かる費用

29億
6,211万8
千円

7.6%
(46.0%↑)

普通建設単独
市独自の財源で実施
する建設事業にかか
る費用

21億
6,914万2
千円

5.6%
(6.0%↑)

51億
3,126万円

13.2%
（25.9%↑）

そ
の
他

繰出金
一般会計から特別会
計へ国の基準に基づ
き繰り出す費用

27億
4,281万7
千円

7.1%
(3.0%↑)

物件費
消費的性格を持つ市
の経費に使う費用
(旅費・消耗品など)

63億
4,320万8
千円

16.3%
(16.3%↑)

補助費
各種団体に交付する
補助金や負担金など
の費用

30億
2,933万5
千円

7.8%
(9.5%↓)

その他
その他費用

35億
2,647万4
千円

9.0%
(62.0%↑)

156億
4,183万4
千円

40.2%
(14.6%↑)

商工費
5 億6,748 万8 千円

対前年度26.3%

2 億4,950 万1 千円
議会費

対前年度7.1%

25 億1,944 万3 千円
諸支出金

対前年度104.3%

1 億3,000 万円
予備費

前年度同額

1,232 万円
労働費

対前年度2.8%

民 生 費 子育て、高齢者、障がい者などの福祉に支出される経費
公 債 費 市債の返済にかかる経費
土 木 費 市道、河川、公園などの経費
総 務 費 庁舎の管理、徴税、戸籍事務などの経費
教 育 費 小中学校、社会教育などの経費
衛 生 費 健康増進、環境保全などの経費
消 防 費 消防、救急、消防団などの経費
農 林 水
産 業 費 農業振興、農道整備などの経費

商 工 費 観光振興、中小企業の支援などの経費
議 会 費 議会の運営などの経費

皆さんに納めていただいている税金
などが、令和4年度中にどのように
使われるのかをお知らせします。
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重 点 事 業重 点 事 業

令
和
4
年
度

重
点
事
業
の
紹
介

令
和
4
年
度
に
お
い
て
も
重
点

事
業
を
選
定
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
を

中
心
に
市
政
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。第

二
次
笛
吹
市
総
合
計
画
に
掲

げ
た
将
来
像
「
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ
ン

笛
吹
」
～
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
～

の
実
現
の
た
め
に
、
3
つ
の
基
本
目

標
「
幸
せ
実
感
　
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
」「
幸
せ
実
感
　
に
ぎ

わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」「
幸
せ
実
感
　

1
0
0
年
続
く
ま
ち
」
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

今
回
、
3
つ
の
基
本
目
標
の
施
策

体
系
に
沿
っ
て
重
点
事
業
を
紹
介

し
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

市
立
保
育
所
完
全
給
食
化
事
業

新　
規

（
保
育
課
）

	

…
4
9
8
万
円

　
保
育
所
に
子
ど
も
を
預
け
る
子
育
て

世
帯
の
、
育
児
に
か
か
る
負
担
の
軽
減

を
目
的
に
、
既
に
給
食
化
し
て
い
る
副

食
に
加
え
、
主
食
の
給
食
化
を
実
施
し

ま
す
。

私
立
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業

（
保
育
課
）

	

…
9
4
0
7
万
円

　
児
童
が
安
全
安
心
な
保
育
環
境
で
成

長
過
程
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
私
立
保
育
所
等
が
実
施
す
る
施
設

整
備
・
改
修
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
住
宅
取
得
補
助
事
業

（
企
画
課
）

	

…
5
1
1
5
万
円

　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

が
ロ
ー
ン
を
組
み
、
市
内
に
住
宅
を
取

得
す
る
場
合
、補
助
金
を
支
出
し
、市
内

の
子
育
て
世
代
の
定
住
及
び
他
市
町
村

か
ら
の
移
住
を
促
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

（
生
涯
学
習
課
）

	

…
2
5
2
万
円

　
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
様
が
ス
ポ
ー

ツ
に
興
味
を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
や
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
に
よ

る
指
導
や
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
徴
収
金
徴
収
事
務

新　
規

（
学
校
教
育
課
）

	

…
3
2
7
万
円

　
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
を
改
善
し
、

教
職
員
が
授
業
準
備
や
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
等
を
確
保
で
き
る
環
境
を
整

え
る
た
め
、令
和
4
年
度
か
ら
教
材
費
、

積
立
金
の
学
校
徴
収
金
の
徴
収
事
務
を

市
で
行
い
ま
す
。

多
目
的
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
検
討
事
業

（
政
策
課
）

	

…
５
８
万
円

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
の

皆
様
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
送

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融

合
さ
せ
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を

～こころ豊かに暮らせるまち～

「ハートフルタウン笛吹」

1  幸せ実感
人のみがきあげ

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、子
育
て

で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、地
域
で
の
支
え
合
い
を
大
切

に
、誰
も
が
住
み
な
れ
た
場
所
で
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
希
望

を
持
ち
活
躍
で
き
る
環
境
を
通
じ
て
、

心
身
と
も
に
健
全
で
、こ
こ
ろ
豊
か
に

暮
ら
し
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
つ

く
る
た
め「
幸
せ
実
感　
こ
こ
ろ
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
目
標
と
し
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
照
明
・

空
調
設
備
等
更
新
事
業

新　
規

（
生
涯
学
習
課
）

	

…
3
0
8
万
円

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
及
び
い
ち
の
み

や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
の
設
備
の

老
朽
化
に
伴
い
、
設
備
全
体
の
改
修
が

必
要
な
た
め
、
リ
ー
ス
期
間
中
の
維
持

業
務
を
含
ん
だ
管
理
が
で
き
る
リ
ー
ス

方
式
を
採
用
し
て
設
備
の
改
修
を
実
施

し
ま
す
。

社
会
体
育
施
設
等

夜
間
照
明
設
備
更
新
事
業

新　
規

（
生
涯
学
習
課
）

	

…
0
万
円

　
笛
吹
市
体
育
施
設
の
夜
間
照
明
設
備

の
老
朽
化
に
伴
い
、
灯
具
の
改
修
が
必

要
な
た
め
、
リ
ー
ス
期
間
中
の
維
持
業

務
を
含
ん
だ
管
理
が
で
き
る
リ
ー
ス
方

式
を
採
用
し
て
夜
間
照
明
設
備
の
改
修

を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
4
年
度
中
の
支
払
い

が
な
い
た
め
、
0
万
円
と
表
記
し
て

い
ま
す
。

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

浅
川
中
学
校
校
舎
等
改
修
事
業

（
教
育
総
務
課
）

	

…
１
３
億
２
３
万
円

　
浅
川
中
学
校
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
、
校
舎
本
体
の
長
寿
命
化
改
修
工
事

や
付
帯
施
設
の
改
修
工
事
を
実
施
し
、

安
全
・
安
心
な
学
校
施
設
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
令
和
4
年
度
は
、
校
舎
の
本

体
工
事
、外
構
工
事
、校
舎
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
L
A
N
移
設
工
事
の
各
種
工
事
を

実
施
し
ま
す

御
坂
中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業

（
教
育
総
務
課
）

	

…
1
億
3
3
1
0
万
円

　
御
坂
中
学
校
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
、
校
舎
本
体
の
改
築
工
事
や
柔
剣
道

場
の
改
築
工
事
を
実
施
し
、
安
全
・
安

心
な
学
校
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
は
、測
量
業
務
、建
物
調
査

及
び
設
計
業
務（
基
本
設
計
、
実
施
設

計
）を
実
施
し
ま
す
。

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
検
討
事
業

（
教
育
総
務
課
）

	

…
７
９
９
万
円

　
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
早

期
に
実
現
す
る
手
法
と
し
て
、
リ
ー
ス

方
式
を
採
用
し
て
一
括
更
新
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

笛
吹
市
子
ど
も
家
庭
支
援
事
業

新　
規

（
生
活
援
護
課
）

	

…
５
６
万
円

　
生
活
困
窮
に
よ
り
、
家
庭
で
十
分
な

食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
子

ど
も
と
、そ
の
家
庭
に
対
し
、フ
ー
ド
バ

ン
ク
山
梨
が
備
蓄
す
る
食
料
を
配
送

し
、
安
定
し
た
食
事
の
確
保
を
支
援
し

ま
す
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

新　
規

（
長
寿
支
援
課
）

	

…
9
3
5
万
円

　
互
い
に
支
え
合
う
地
域
の
構
築
を
目

指
し
、地
域
の
住
民
や
各
種
団
体
、企
業

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
日
常

生
活
上
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
支
援
体
制

の
充
実
、
強
化
及
び
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

目
指
す「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に
も

活
用
し
て
い
け
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

～にぎわいわふれるまち～

「ハートフルタウン笛吹」

2  幸せ実感
産業のみがきあげ

地
域
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、磨
き

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、農
業
や
観

光
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、起

業
の
促
進
や
企
業
誘
致
を
推
進
し
、雇

用
の
確
保
、多
様
な
働
き
方
が
展
開
さ

れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、国
内
外
の
人
々
が
盛
ん
に

行
き
交
い
、本
市
の
産
業
が
活
性
化
す

る
こ
と
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め「
幸
せ
実
感　
に
ぎ
わ
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」を
目
標
と
し
ま
す
。

05 04FUEFUKI CITY



指
定
避
難
所
等
防
災
備
蓄
倉
庫

整
備
事
業

（
防
災
危
機
管
理
課
）

	

…
5
0
5
4
万
円

　
避
難
所
を
運
営
す
る
際
に
、
避
難
生

活
で
必
要
と
な
る
物
品
を
迅
速
に
避
難

者
に
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
各

指
定
避
難
所
の
近
く
に
防
災
備
蓄
倉
庫

を
整
備
し
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
ま
す
。

災
害
廃
棄
物
処
理
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
事
業

新　
規

（
環
境
推
進
課
）

	

…
4
9
3
万
円

　
大
規
模
災
害
な
ど
に
伴
い
発
生
す
る

廃
棄
物
の
処
理
体
制
を
確
保
し
、
災
害

廃
棄
物
を
円
滑
に
処
理
す
る
た
め
に
必

要
な
市
職
員
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
ま
す
。

水
道
事
業（
耐
震
化
計
画
策
定
等

事
業
）

（
水
道
課
）

	

…
3
9
4
6
万
円

　
災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
、応
急
的
な
給
水
が
で
き
る
よ
う
、浄

配
水
場
の
耐
震
診
断
結
果
を
基
に
、
水

道
施
設
耐
震
化
計
画
及
び
水
道
配
管
管

網
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

図
り
、本
市
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

石
橋
産
業
導
入
地
区

基
盤
整
備
事
業

（
観
光
商
工
課
）（
土
木
課
）（
水
道
課
）

（
下
水
道
課
）

	

…
1
億
4
3
9
2
万
円

　
石
橋
産
業
導
入
地
区
内
の
市
道
、
上

下
水
道
を
整
備
し
、
基
盤
整
備
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
企
業
入
居
の
促
進
を
図

り
ま
す
。

移
り
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

地
域
お
こ
し
企
業
人
事
業

（
企
画
課
）

	

…
1
0
8
9
万
円

　
市
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
情
報
の
元
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

発
掘
や
市
の
魅
力
の
効
果
的
な
発
信
の

し
く
み
を
構
築
す
る
た
め
、
民
間
の
知

見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
協
力
し
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
情

報
発
信
力
を
強
化
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

（
企
画
課
）

	

…
１
６
億
8
5
6
4
万
円

将
来
を
見
据
え
た
土
地
利
用
を

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

都
市
計
画
道
路
見
直
し
事
業

（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
）

	

…
4
9
0
万
円

「
笛
吹
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
都
市
づ
く
り
を
計
画
的
に
進

め
、
長
期
間
に
わ
た
り
整
備
が
行
わ
れ

て
い
な
い
路
線
な
ど
の
課
題
分
析
を
行

い
道
路
の
必
要
性
や
整
備
に
つ
い
て
再

検
証
し
ま
す
。

安
全
、安
心
で
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り

地
区
防
災
計
画
、わ
が
家
の
災
害

時
行
動
計
画
策
定
支
援
事
業

（
防
災
危
機
管
理
課
）

	

…
5
4
6
万
円

　
災
害
時
に
は
、
自
助
や
共
助
の
役
割

を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担

い
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
こ

と
か
ら
、
事
前
準
備
や
避
難
行
動
に
関

す
る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
行
政
区
に

お
い
て
は
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、「
地

区
防
災
計
画
」の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、各
世
帯
に
お
い
て
は「
わ
が
家
の

災
害
時
行
動
計
画
」を
配
布
し
ま
す
。

実
り
豊
か
な
ブ
ラ
ン
ド

農
林
業
づ
く
り

笛
吹
市
農
業
塾
推
進
事
業

（
農
林
振
興
課
）

	

…
8
4
0
万
円

　
地
域
農
業
の
維
持
と
発
展
を
図
る
た

め
、関
係
機
関
と
相
互
連
携
し
効
果
的・

効
率
的
な
農
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査
支
援
事
業

新　
規

（
農
業
委
員
会
）

	

…
6
5
0
万
円

　
農
地
利
用
状
況
調
査
に
伴
う
労
力
負

担
を
軽
減
し
、併
せ
て
調
査
の
正
確
性

と
迅
速
性
を
図
る
た
め
、タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
経
済
づ
く
り

企
業
立
地
促
進
助
成
事
業

（
観
光
商
工
課
）

	

…
1
1
7
5
万
円

　
笛
吹
市
内
に
お
い
て
製
造
業
等
の
立

地
事
業
を
行
う
者
、本
社
機
能
移
転
等

を
行
う
者
及
び
情
報
通
信
業
等
の
立
地

事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
助
成
金
を
交

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、活
力
あ
る
産
業

集
積
の
促
進
及
び
雇
用
機
会
の
拡
大
を

～100 年続くまち～

「ハートフルタウン笛吹」

3  幸せ実感
基盤のみがきあげ

市
民
に
よ
る
主
体
的
な
活
動
の
促

進
と
、そ
れ
を
行
政
が
支
え
る
体

制
を
構
築
す
る
中
で
、市
民
、団
体
、事

業
者
、行
政
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自

覚
し
力
を
合
わ
せ
、と
も
に
考
え
と
も

に
行
動
し
持
続
可
能
な
地
域
活
動
を
実

現
す
る
協
働
に
よ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
。

　
市
の
行
財
政
基
盤
は
、財
政
的
に
も

人
事
的
に
も
弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

る
と
と
も
に
、引
き
続
き
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、

健
全
で
身
の
丈
に
あ
っ
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和

し
た
都
市
と
し
て
の
姿
を
今
後
も
保

ち
、
災
害
や
犯
罪
等
の
不
安
な
く
、
安

全
、安
心
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
通
じ
て
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
を
つ
く
る
た
め「
幸
せ
実
感
1
0
0

年
続
く
ま
ち
」を
目
標
と
し
ま
す
。

再
び
訪
れ
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り

笛
吹
み
ん
な
の
広
場
及
び
さ
く

ら
温
泉
通
り
賑
わ
い
創
出
事
業

新　
規

（
観
光
商
工
課
）

	
…
1
8
3
5
万
円

　
石
和
温
泉
郷
の
新
た
な
観
光
資
源
と

し
て
、市
民
の
皆
様
、観
光
客
の
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
く
ら

温
泉
通
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
さ

く
ら
温
泉
通
り
を
周
遊
す
る
ス
イ
ー
ツ

マ
ラ
ソ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

新
道
峠
展
望
台
環
境
整
備
事
業

（
観
光
商
工
課
）

	

…
6
3
9
2
万
円

　
令
和
3
年
7
月
に
完
成
し
た
新
道
峠

展
望
台「
F
U
J
I
Y
A
M
A
ツ
イ
ン

テ
ラ
ス
」を
、世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富

士
山
と
河
口
湖
ま
た
山
中
湖
ま
で
見
渡

せ
る
唯
一
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
広

く
P
R
し
、本
市
を
目
的
地
と
し
て
訪

れ
る
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
げ
ま
す
。

多
目
的
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
検
討
事
業

再　
掲

新
山
梨
環
状
道
路
関
連
道
路
整
備

事
業

（
土
木
課
）

	
…
9
億
4
7
0
2
万
円

　
新
た
に
建
設
さ
れ
る
新
山
梨
環
状
道

路
に
側
道
を
整
備
し
、
近
隣
住
民
や
来

訪
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
利
便
性
の
向
上
及
び

周
辺
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

都
市
計
画
道
路
見
直
し
事
業

再　
掲

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て
、
笛
吹
市

に
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
、
市

へ
の
関
心
の
向
上
、観
光
等
か
ら
移
住・

定
住
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

重 点 事 業重 点 事 業

07 06FUEFUKI CITY



○発　行／令和4年5月1日　笛吹市役所　　○編　集／財政課
○所在地／〒406-8510　山梨県笛吹市石和町市部777番地　　○URL／https://www.city.fuefuki.yamanashi.jp/

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
滞
納
整
理
事
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

業
務
効
率
化
事
業

（
政
策
課
）

	

…
1
1
2
万
円

　
身
の
丈
に
合
っ
た
行
財
政
運
営
に
す

る
た
め
、業
務
の
可
視
化
、業
務
分
析
を

実
施
し
、組
織
や
業
務
の
効
率
化
及
び

経
費
削
減
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
業
務
効
率
化
の
一
環
と
し
て
、
全
庁

的
に
利
用
可
能
な
A
I
議
事
録
作
成

支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
事
務

（
戸
籍
住
民
課
）

	

…
6
1
2
0
万
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付

に
つ
い
て
、
休
日
の
受
付
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
国
が
実
施

す
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施
に

合
わ
せ
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
み
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

農
地
利
用
状
況
調
査
支
援
事
業

新　
規 

再　
掲

市
民
が
起
点
、地
域
社
会
を

支
え
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

地
区
防
災
計
画
、
わ
が
家
の
災

害
時
行
動
計
画
策
定
支
援
事
業

再　
掲

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
づ
く
り

議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
事
業

（
議
会
事
務
局
）

市
執
行
部
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
事
業

（
総
務
課
）

	

…
1
0
1
7
万
円

　
市
議
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

に
よ
る
、
議
会
活
動
の
活
性
化
・
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
・
情
報
資
料
の
整
理
な
ど
の

議
会
運
営
の
効
率
化
を
目
指
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
議
会
運
営
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。
併
せ
て
、
市
執
行
部
側
に
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
ま
す
。

や
ま
な
し
p
ip
i
t
L
I
N
Q

導
入
事
務

（
収
税
課
）

	

…
1
1
6
万
円

　
預
貯
金
調
査
電
子
化
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン「
や
ま
な
し
p
i
p
i
t
L
I
N
Q
」

重 点 事 業

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

本
市
の
将
来
像
の
実
現
を
目
指
す
に
当
た
っ
て
は
、

「
人
の
み
が
き
あ
げ
」

「
産
業
の
み
が
き
あ
げ
」

「
基
盤
の
み
が
き
あ
げ
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
な
か
で
、

市
民
や
事
業
者
な
ど
、
本
市
に
関
わ
る
方
々
と
行
政
が
、

こ
こ
ろ
を
一
つ
に
合
わ
せ
、
共
通
認
識
を
深
め
た
上
で
、

協
働
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
、

本
市
の
財
政
運
営
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
で
、

人
や
財
源
な
ど
の
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。

本
市
は
こ
う
し
た
方
向
性
に
沿
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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